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実践の概要

SDGs 実現のため、本校学園生が、プログラミングを

使った霞ヶ浦の水質浄化のための環境調査を考案したり、

食物連鎖のシミュレーターを作成し、地球上の生物のバ

ランスが不安定であることを伝える活動をしたりするこ

とで、地球環境の大切さを訴えている。 
１．目的・目標

SDGs（持続可能な開発目標）とは、2015 年９月国連

サミットで全会一致で採択した「誰一人取り残さない」

持続可能で多様性と包摂性のある社会の実現のため、17
の国際目標（環境問題、貧困、差別など）を定めたもので

ある。その環境保全活動の一環として、昨年度秋に５年

生が日本で２番目に大きい湖である霞ヶ浦の水質調査を

船に乗って行った。その際、昔は泳げた湖が、アオコや

ヘドロで水質が悪化し、さらには、アメリカナマズなど

外来魚が異常繁殖しフナやタナゴなど在来種が減少する

など環境的に危機的状況にあることがわかった（写真１）。

詳細な実態を知る

ための調査を行お

うと考えたが、広

大な湖全域を調査

できる時間がな

い。そこで考えた

のがロボットによ

る水質調査であ

る。子供たちがロ

ボットをプログラ

ミングして霞ヶ浦の調査を自動化できれば、そのデータ

を分析して霞ヶ浦を救うことができるのではないかと考

えた。また、世界では生態系が崩れてきていると言われ

ており、それを知って生態系が崩れるとどのような世界

になるのか将来に不安になった学園生がプログラミング

でシミュレーションソフトを作成し、それをいろいろな

人に活用させ、環境問題について考えてもらうきっかけ

になればと考え実践した。 
２．実践内容 

プログラミングで地球を救えプロジェクト１！

プログラミングを使って霞ヶ浦の水質調査

水質調査内容と測定地点を検討しプログラミングで

自動測定方法を考えよう

実際に霞ヶ浦の水質調査を行なった５年生は、霞ヶ浦

の水質が大変汚れていることに驚き、その原因は何なの

かを見つけるための話し合いを行なった。そこでは、汚

れた川の水が湖に流れ込んでいるのではないかと考え、

霞ヶ浦周辺の流入河川の水質調査の必要性を発見した。

しかし、霞ヶ浦は広大な湖であり子供が実際に調査に行

くには大変な労力と時間がかかる。そこで考えたのがロ

ボットを使った水質調査である。起点である土浦港から

測定地点を割り出し、プログラミングして水を採取する

ことを考えた。グループごとに内容を検討し、あるグル

ープはロボを船に

見立て測定地点ま

でロボットを制御

しようとした（写

真２）。また、ある

グループは、ドロ

ーンを使って測定

場所まで移動する

方法を考えた（写

真３）。さらに、潜

水艦で水の中を調

査しながら進み調

査地点までたどり

着こうとしたグル

ープもあった (写
真４)。今回は、教

室でのプログラミ

ングシミュレーシ

ョンであり、実際

に行なうまでに

は至らなかった

が、そうした創

造性が、やがて

は実際の調査活

動に生かせるよ

うに子供たちの

プログラミング

力を育んでいき

たい。 
を使った水生生物調査用のオスメス判定

カウンターの制作

霞ヶ浦の危機的状況の２つめは、外来魚の異常増殖で

ある。それを知った子供たちは、micro:bit を使ったオス

メスの数をカウントする装置を開発しようと考えた。水

槽に泳いでいる魚

を実際に数える場

合、紙に記録しよ

うとして水槽から

目を離すとわから

なくなってしまう

ことが多い。そこ

で、micro:bit でカ

ウンターのプログ

ラミングをしてＬＥＤにその数の表示が出るようにした

（写真５）。このように環境調査の道具も自身がプログラ

ミングで制作している。 

 
写真１ 湖での水質調査

 
写真２ 測定地点までの方法を検討

 
写真３ ドローンでの調査を発見

「ＳＤＧｓ」プログラミングで地球を救え！
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写真４ 湖に潜っての調査を考案
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プログラミングで地球を救えプロジェクト２！

食物連鎖再現プログラムを作成しよう

環境破壊の学習から学園生自身が考え出した食物連

鎖プログラム

SDGｓ16「陸の豊かさを守ろう」の学習で、人間だけ

が豊かになるのではなく、地球上の全ての生き物を大切

にすることで地球環境が保たれていて、地球の生物は食

物連鎖の微妙

なバランスに

よって成り立

っていること

を知った学園

生が、自らス

クラッチを使

って「食物連

鎖再現プログ

ラム」を制作

しようと考え

た（写真６）。

作成にあたっ

ては、先生か

ら教わるので

は無く、イン

ターネットを

活用し友達と

協力しながら

制作した。そ

うして、完成したものを全学園生の前で食物連鎖プログ

ラムをプレゼンし、環境保全の大切さを訴えた（写真７）。

その時の学園生のプレゼン内容は次の通りである。「この

プログラムは、食物連鎖を再現するプログラムです。電

子世界で、自分だけの世界を創り、生物を生み出した様

子を観察することができるプログラムにしました。初め

に植物、植物を食べる虫、虫を食べる肉食動物が最初に

何匹いるか設定します。シミュレーションが始まると、

設定した数の生き物たちが画面上をランダムに動きます。

虫は植物を、動物は虫を食べます。このプログラムによ

って、食物連鎖の簡単な仕組みを知ることができます。

十字キーを押すことで、外来種を出現させて環境破壊に

ついて学んだりもできます。」 
校内にとどまらず、学園生の考えを世界に発信

この活動を校内だけでなく、「地球を救おう」という合

言葉のもと、

英語の得意な

学園生と協力

してこのプロ

グラムを英語

で説明したも

のをネットに

アップし、世

界中の人との

交 流 を 考 え

た。そして、ニュージーランドのコンピュータ科学者 Tim 
Bell 氏やリトアニアプログラミング第一人者である

Valentina Dagiene 先生、さらには中国のシリコンバレ

ー深圳市と交流する機会を得ることができた（写真８）。 
３．成果

この実践をきっかけにして、学園生は 9 月に全校で「世

界平和デー」集会を開催した。世界に向けて発信するな

ど SDGs
環 境 保 全

の 大 切 さ

を 実 践 し

た 学 年 の

子 供 だ け

でなく、全

校 の 学 園

生 や 他 国

の 人 々 に

まで少しずつ広げることができた（写真９）。 
また、「プログラミングを使って地球を救う」という取

組は低学年

の教員にも

共感され、

中学 1 年生

が小学 1 年

生の担任か

らプログラ

ミングの指

導を依頼さ

れ、児童に

「プログラ

ミン」を教

えるという場面が実現した（写真 10）。 
小学１年生は中学生にマンツーマンで教えてもらえる

ため、安心して楽しくプログラミングを学ぶことができ

た。この１年生が高学年になった際、プログラミングで

地球を救う担い手になれるのではないかと頼もしく感じ

た。 
４．今後に向けて 
本年 10 月には世界湖沼会議が霞ヶ浦で開催された。本

校の学園生も実際に参加し、霞ケ浦や世界の湖沼の現状

に触れることができた。食物連鎖システムのシミュレー

ションソフトの改善を行い、食物網ごとの安定した環境

をシミュレートしたり，外来種の脅威を再現することで

訴えかけるなど、地球上の生物は微妙なバランスの上に

立っていることを警鐘を鳴らす活動を続けたい。さらに、

今回の実践の中のプログラミングを使った調査活動実現

に向けて、地球環境の大切さをインターネットを使って

英語で世界に提案することで、世界中の人と協力し合い、

いつかは昔のように美しく、人の生活の中心となり、湖

水浴を楽しむことのできる霞ヶ浦にしていきたい。

写真６ プログラミング画面

 
写真７ 全校にプレゼンする学園生

 
写真８ 生徒が英語で 氏らに

プレゼン 

 
写真 小学１年生にプログラミンを

教える中学１年生 

 
写真９ 世界平和デーの実践を世界に発信
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